
　　７月１１日、後志支庁において、後志観光連盟会員機関（市町村、観光協会）の代表、国や

北海道など実験協力機関・団体の参加を得て、第１回「広域ドライブ観光に関する総合的

道案内システムの実験」検討部会（略称：検討部会）が開催されました。検討部会は、関係

機関内の意見調整と実験推進に向けた協働体制の構築を目的に設置するもので、初会

合となった今回、実験の実施方針と内容の確認、プロジェクターによるｉネットの説明などが

行われました。参加者からは、「観光客がどんな情報を必要としているのか十分に把握する

必要がある」「情報発信だけではなく、いかにして地域の情報を吸い上げる仕組みをつくる

かが重要」といった意見が出されました。

　　７月１６日、小樽運河プラザにおいて、第１回「広域ドライブ観光に関する総合的道案内シ

ステムの実験」幹事会（略称：しりべしｉネット＆センター連絡会議）が開催されました。この

会議は、実験内容や今後のｉセンター及びｉネットの運用方針などを、地域の主体的な取り組

みとして進めるために設置するものです。その意味で、幹事会は検討部会とともに実験を

推進するための車の両輪のような役割を果たすものといえます。メンバーはモデルｉセンター

が設置された７つの市町の代表者から構成されますが、実際にｉセンターで観光案内に携わ

る現場スタッフも含まれ、地域との橋渡し役も担います。会議では、モデルｉセンター以外の

１３町村には参加意向があればいつからでも参加してもらう、といった幹事会の運営方法や、

ｉネットのコンテンツ・デザインなどについて活発な議論が繰り広げられました。

　　検討部会、幹事会の開催に先立ち、７月１日、モデルｉセンターの現場スタッフの参加を得

てｉセンター運用実験説明会が開催されました。集合場所となった道の駅ニセコビュープラ

ザに集まった参加者らは、ニセコ観光協会事務局長から施設内の観光案内所の説明を受

けました。その後、会場のニセコ町民センターへ移動し、実際の観光案内業務でのｉネットの

活用方法など実験内容について説明がありました。終了後、参加者に感想や意見を伺った

アンケート結果では、「初回ということもあり堅苦しさが抜けず形式的だった」といった感想

や、「そのためにはスタッフ同士が気軽に情報交換ができるような人的交流を重視すべき」

「残り６つのｉセンターの現地視察も実施すべき」といった今後の交流会に対する期待のほか、

「ドライブ観光客だけではなく、バスやＪＲ利用の観光客を対象とした時刻表などを充実し

てほしい」「車椅子対応の施設など福祉関連情報も必要」など、ｉネットの情報内容に対す

る意見もあげられました。

第１回「広域ドライブ観光に関する総合的道案内システムの実験」検討部会開催
　

第１回「広域ドライブ観光に関する総合的道案内システムの実験」幹事会開催

ｉセンター運用実験説明会開催

平成15年度実験 始まる!!
   平成１４度、後志観光連盟では、後志を訪れた観光客の方々に快適なドライブ観光を楽しんでもらうため、IT技術を活

用した「広域ドライブ観光に関する総合的道案内システムの実験」を実施しました。平成１５度も引き続き、この実験を進

めています。

   この実験は、地域の人たちと行政のパートナーシップにより、快適なドライブ旅行のための便利でわかりやすい新しい

情報提供の仕組みを築きあげようというものです。そのため、平成１５年度の実験では、関係機関を中心とする検討部

会、７つのｉセンターの代表者からなる幹事会、ｉセンターの現場スタッフを集めたｉセンター交流会、を開催し、地域の皆さ

んの声を反映させながら、この実験に取り組んでいます。

　　「新着情報」や「おしらせ＆おすすめ情報」などを更新されてない地域は、入力フォームにより早急にどんどん発信して下さい。各

地域の投稿状況が出そろうと、全体のシステムの調整も済み、時期バージョンに移行します。創刊号といえる現在の夏向けの「地

域だより」も秋には再び更新となります。

　　「季節のたより」をはじめとした秋向けの地域独自の情報発信をお待ちしています。

　　しりべしｉネット＆センター連絡会議は、７つの地域の代表者でスタートしましたが、将来の後志観光のあるべき姿を築きあげるた

めには、後志全体での議論が必要です。そのため、今後は、この会議に、より多くの町村が参加していただけるよう要請していきた

いと考えています。なお、しりべしｉネット＆センター連絡会議は毎月１回程度開催しています。

　　第１回ｉセンター交流会を９月上旬に開催します。交流会では、サービスの専門家を招いた講習会を行い、現場スタッフの資質向

上と交流促進を目指します。本交流会では、今後一層の現場スタッフ間の連携を図るために、ｉセンターだけではなく後志全市町

村のスタッフの参加を求めています。８月中にご案内しますので、ぜひご参加ください。
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しりべしｉネット＆センター連絡会議

しりべしｉネット＆センター連絡会議からのお知らせ

○情報発信と秋の地域だより更新に向けて

○しりべしｉネット＆センター連絡会議にご参加ください

○第１回ｉセンター交流会を開催します

平成15年度の実験内容と枠組み

<実験内容>

<実験内容>

関係行政機関・団体等
との連携強化

地域体制の構築

■後志の新しい情報発信ツール、情報発信ステーション
　　の実現
■それを主軸にした後志の地域情報の共有と地域連携
　　の強化
■住民も参加する地域内における新たな情報収集・発信
　　の仕組みの実現
■協働での情報提供による関係行政機関・団体との連携
　　の強化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
■情報機能充実による後志観光のグレードアップ
　　（観光客の満足度向上、観光従事者の意識の向上、
　　地域住民の観光への理解向上）

<本実験による地域としての成果>

■利用者の満足度の検証
■渋滞回避や事故防止のための経路選択・移動時間帯
　　の選択などドライバーの意思決定効果の検証

<検証内容>

実験手法の設定 支援システムの構築実験目標

<実験の枠組み>

○ｉセンター連絡会議（幹事会）の設置

・７つのモデル市町を中心メンバーとして設置
・ｉセンター、ｉネットの今後の運用方針について検討
・各地域相互の交流・連携による人的・情報ネット
　ワークの形成

情報提供ステーション機能の
向上とそのネットワーク化

総合的な情報共有サイト
の構築と運営

ドライブ観
光の快適性
の向上を図
るために必
要な情報提
供機能の高
度化と、それ
を実現する
ための官民
協働体制の
確立

○後志観光連盟実験検討部会の設置

・関係機関の意見調整
・参加機関による協働題制の構築

○ｉセンター（モデルステーション）の設置・運用

・７市町におけるモデルステーションの開設、
　７月20日より運用開始
　（小樽、余市、積丹、岩内、ニセコ、喜茂別、黒松内）
・新たに設置する機材等
　ｉマーク（看板、パネル、のぼり等）、パソコン端末、
　パンフレットラック
・その他観光案内窓口担当者の研修、交流会の開催

○ｉネット（ポータルサイト）の開設と運用

・後志全体の観光のポータルサイトの構築
・20市町村からの地域情報の提供（地域だより）
・関係行政機関、団体との連携による公的情報の発信
・地域住民、観光客からの意見をサイトづくりに反映

これからはじまる後志の新しい情報発信 vol.１



　ｉセンターのオープンと同じ７月20日、後志の総合情報ポータルサイト「しりべしｉネット」

が稼動しました。各地のみどころやイベント、道路情報など盛りだくさん。これからも地域が主

体となって旬の情報をどんどん発信していきましょう。ご協力おねがいします。

一人ひとりの後志の旅をお手伝をする「しりべしiネット」は、
これらかも皆さんご意見を受けて進化していきます。

小さな案内所ですが、スタッフ

の笑顔はすばらしく、丁寧な案

内に観光客はみな満足そうで

した。ただ、見つけにくい案内

所なのでｉセンターの看板やの

ぼりが、もう幾つかあってもよ

さそうですね。

石づくりの重厚な建物はいつ

もみてもすばらしく、本当にい

いところに案内所をつくったも

のだと感心します。夕方５時半

頃でも、観光マップを片手にひ

っきりなしに観光客がカウンタ

ーに来ていました。

ビュープラザは相変わらず観

光客でにぎわっていました。こ

の温泉どこにありますか？など

次から次へと問合せがありま

すが、スタッフの対応はすばら

しいですね。観光案内所の看

板も要所要所に設置され、と

てもいい雰囲気でした。

案内所としては、駐車場の問

題はあるものの、場所も建物

の規模も施設内容も理想的

な施設と感じました。玄関前に

は、たくさんののぼりがはため

いていましたが、その場には、

他に看板類がなかったので、

違和感はなく却ってにぎやか

でいいと感じました。

アットホームなつくりの案内所で、

こんな案内所があってもいいと

思いました。ただ、小さな空間

であり、また入口から見て裏方

向にあるので、案内所と気づ

かせるための仕掛けがもう少

し必要と思いました。

手づくりのパンフレットラック、棚、

イス、カウンターに加え、入口や

窓辺の花による修景もされ、

スタッフのもてなしの心が伝わ

ってくるようでした。ただ、駐車

場から案内所まで誘導するの

は難しそうで、センターまでの

案内表示が必要ですね。

２Ｆには観光客が行かないので

はないか、という心配をよそに、

次から次へと利用者が訪れて

いました。道の駅のスタンプラ

リーもここで行っていることも

ありますが、とにかく大盛況で

した。イスとテーブルのにわか

つくりの案内所ですが、十分機

能していました。

　７月20日、後志管内の７つの市町でｉセンターが

オープンしました。オープン翌日の21日、駆け足で

７つのｉセンターを訪ねて参りました。ここでは、

その様子をレポートします。

余市ｉセンター（道の駅ｽﾍﾟｰｽ･ｱｯﾌﾟﾙよいち隣）

小樽ｉセンター（小樽運河プラザ内）

ニセコｉセンター（道の駅ﾆｾｺﾋﾞｭｰﾌﾟﾗｻﾞ内）

岩内ｉセンター（道の駅いわない内）

積丹ｉセンター（積丹観光せんたぁ内）

喜茂別ｉセンター（道の駅望羊中山内２F）

黒松内ｉセンター（道の駅くろまつない内）

積丹ｉセンター

黒松内ｉセンター

ニセコｉセンター

喜茂別ｉセンター

小樽ｉセンター

余市ｉセンター

岩内ｉセンター

◆新着情報
各地域のみなさんがまさにリアルタイムな情報を発信するヘッ
ドラインニュースです。イベントや施設のオープン情報、地域だ
より更新情報などオリジナリティあふれる最新情報満載!!　新し
い情報ほど一番上に表示されるので、毎日が見逃せません!!　ク
リックすると発信元の「地域だより」へジャンプします。

◆地域だより
各地域ごとに作成された、観
光の概要ページです。
●おしらせ＆おすすめ情報
●季節のたより
は画像投稿も可能な入力フ
ォームにより更新されるので、
写真付きで詳細な情報を見
ることができます。

◆しりべし道ナビ
後志、そして全道の道路時
間距離検索ができます。
旅のプランづくりに非常に便
利なツールです。

◆旅の途中に困ったときは...
旅行中の病気や車の故障など、困ったときに役に立つのが
●お助け便利帳
また、列車やバスで移動するときには
●公共交通機関時刻表
も便利です。

ｉセンターオープン!! しりべしｉネット稼動!!
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が設置された７つの市町の代表者から構成されますが、実際にｉセンターで観光案内に携わ

る現場スタッフも含まれ、地域との橋渡し役も担います。会議では、モデルｉセンター以外の

１３町村には参加意向があればいつからでも参加してもらう、といった幹事会の運営方法や、

ｉネットのコンテンツ・デザインなどについて活発な議論が繰り広げられました。

　　検討部会、幹事会の開催に先立ち、７月１日、モデルｉセンターの現場スタッフの参加を得

てｉセンター運用実験説明会が開催されました。集合場所となった道の駅ニセコビュープラ

ザに集まった参加者らは、ニセコ観光協会事務局長から施設内の観光案内所の説明を受

けました。その後、会場のニセコ町民センターへ移動し、実際の観光案内業務でのｉネットの

活用方法など実験内容について説明がありました。終了後、参加者に感想や意見を伺った

アンケート結果では、「初回ということもあり堅苦しさが抜けず形式的だった」といった感想

や、「そのためにはスタッフ同士が気軽に情報交換ができるような人的交流を重視すべき」

「残り６つのｉセンターの現地視察も実施すべき」といった今後の交流会に対する期待のほか、

「ドライブ観光客だけではなく、バスやＪＲ利用の観光客を対象とした時刻表などを充実し

てほしい」「車椅子対応の施設など福祉関連情報も必要」など、ｉネットの情報内容に対す

る意見もあげられました。

第１回「広域ドライブ観光に関する総合的道案内システムの実験」検討部会開催
　

第１回「広域ドライブ観光に関する総合的道案内システムの実験」幹事会開催

ｉセンター運用実験説明会開催

平成15年度実験 始まる!!
   平成１４度、後志観光連盟では、後志を訪れた観光客の方々に快適なドライブ観光を楽しんでもらうため、IT技術を活

用した「広域ドライブ観光に関する総合的道案内システムの実験」を実施しました。平成１５度も引き続き、この実験を進

めています。

   この実験は、地域の人たちと行政のパートナーシップにより、快適なドライブ旅行のための便利でわかりやすい新しい

情報提供の仕組みを築きあげようというものです。そのため、平成１５年度の実験では、関係機関を中心とする検討部

会、７つのｉセンターの代表者からなる幹事会、ｉセンターの現場スタッフを集めたｉセンター交流会、を開催し、地域の皆さ

んの声を反映させながら、この実験に取り組んでいます。

　　「新着情報」や「おしらせ＆おすすめ情報」などを更新されてない地域は、入力フォームにより早急にどんどん発信して下さい。各

地域の投稿状況が出そろうと、全体のシステムの調整も済み、時期バージョンに移行します。創刊号といえる現在の夏向けの「地

域だより」も秋には再び更新となります。

　　「季節のたより」をはじめとした秋向けの地域独自の情報発信をお待ちしています。

　　しりべしｉネット＆センター連絡会議は、７つの地域の代表者でスタートしましたが、将来の後志観光のあるべき姿を築きあげるた

めには、後志全体での議論が必要です。そのため、今後は、この会議に、より多くの町村が参加していただけるよう要請していきた

いと考えています。なお、しりべしｉネット＆センター連絡会議は毎月１回程度開催しています。

　　第１回ｉセンター交流会を９月上旬に開催します。交流会では、サービスの専門家を招いた講習会を行い、現場スタッフの資質向

上と交流促進を目指します。本交流会では、今後一層の現場スタッフ間の連携を図るために、ｉセンターだけではなく後志全市町

村のスタッフの参加を求めています。８月中にご案内しますので、ぜひご参加ください。

事務局：後志観光連盟
　　　　北海道後志支庁地域政策観光課内
連絡先：0136-22-1111（内線2174）

しりべしｉネット＆センター連絡会議

しりべし　ネットニュース
平成15年8月

しりべしｉネット＆センター連絡会議

しりべしｉネット＆センター連絡会議からのお知らせ

○情報発信と秋の地域だより更新に向けて

○しりべしｉネット＆センター連絡会議にご参加ください

○第１回ｉセンター交流会を開催します

平成15年度の実験内容と枠組み

<実験内容>

<実験内容>

関係行政機関・団体等
との連携強化

地域体制の構築

■後志の新しい情報発信ツール、情報発信ステーション
　　の実現
■それを主軸にした後志の地域情報の共有と地域連携
　　の強化
■住民も参加する地域内における新たな情報収集・発信
　　の仕組みの実現
■協働での情報提供による関係行政機関・団体との連携
　　の強化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
■情報機能充実による後志観光のグレードアップ
　　（観光客の満足度向上、観光従事者の意識の向上、
　　地域住民の観光への理解向上）

<本実験による地域としての成果>

■利用者の満足度の検証
■渋滞回避や事故防止のための経路選択・移動時間帯
　　の選択などドライバーの意思決定効果の検証

<検証内容>

実験手法の設定 支援システムの構築実験目標

<実験の枠組み>

○ｉセンター連絡会議（幹事会）の設置

・７つのモデル市町を中心メンバーとして設置
・ｉセンター、ｉネットの今後の運用方針について検討
・各地域相互の交流・連携による人的・情報ネット
　ワークの形成

情報提供ステーション機能の
向上とそのネットワーク化

総合的な情報共有サイト
の構築と運営

ドライブ観
光の快適性
の向上を図
るために必
要な情報提
供機能の高
度化と、それ
を実現する
ための官民
協働体制の
確立

○後志観光連盟実験検討部会の設置

・関係機関の意見調整
・参加機関による協働題制の構築

○ｉセンター（モデルステーション）の設置・運用

・７市町におけるモデルステーションの開設、
　７月20日より運用開始
　（小樽、余市、積丹、岩内、ニセコ、喜茂別、黒松内）
・新たに設置する機材等
　ｉマーク（看板、パネル、のぼり等）、パソコン端末、
　パンフレットラック
・その他観光案内窓口担当者の研修、交流会の開催

○ｉネット（ポータルサイト）の開設と運用

・後志全体の観光のポータルサイトの構築
・20市町村からの地域情報の提供（地域だより）
・関係行政機関、団体との連携による公的情報の発信
・地域住民、観光客からの意見をサイトづくりに反映

これからはじまる後志の新しい情報発信 vol.１


